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5)CFで発見 された終末回腸原発 悪 性 リ ソ バ
腫のま例

鹿鳴 雄治 楼 藤練-郎 服 巌倉 総 合 綴 院 )

香山 誠司瑠 崎 賢一 瑠 蒜整合総合病院)

酎 白 亜昭 欄 田 二代 摺 置約 線鰯 院)

胃を除 く消化管原発の悪性 リンパ腫は,腺遺構症やイ

レウスなどの腹部症状を伴い,無症状で発見されること

は務であるが,我々は無症状ながら偶然行った大腸ファ

イバ-をこて終末回腸原発の悪性 7)ソバ藤を診断,治療 し

たので報告する.症例は79才の男性で3年前に直腸濃藤

の既往があり,follow upCFを行ったところ Bauhin

弁から 3cm の回腸をこ隆起性病変を認め,同部よりの

biopsyで Diffuse王ymphoma,largecelltypeの悪

性 リンパ腫と診断 した. その後の晴夜にて臨床病期は

Stage4 であったが右半結腸切除術を施行 した.術後

VEPA 療法を行い,16カ月間完全寛解の状態にある.

6)低異型度進行大腸癌 の臨床病理学的特徴

片桐 桝吾 ｡渡辺 英伸
味岡 洋一 ｡本間 照 漕 豊霧 望1

大勝腺癌は構造異型から高分化型,中分化型予低分化

型をこ分額されるが,当教室では細胞異型に注目し,大腸

腺癌を高異型度と低異型度とに分けることを提唱してき

た.今回,外科的切除された高浄化低異型度進行癌10病

餐 (pm 癒3例,ss癌7例),高分化高異型度進行癌30

病変 (pm 癌 9例,ss癌21例)を周いて高 ･低異型度

癌の生物学的態度,肉眼形態の特徴を比較検討した.低

異型度癌は高異型度嬢をこ比べ静脈侵襲能 (0%/40%),

リソバ節転移健 (12.5%/2臥6%)が低 く,細胞異型度

は癌の生物学的態度を反映すると推定された.また低異

型度癌は高異型度癌に比べ隆起型 (70%/27%),粘膜模

様輝似の表面性状 (60%月3%)を墨する傾向にあった.

7)新潟県内大腸癌調査報告

島田 寛治 (県 立 柿 崎 病 院 外 科)

筒井 光広 (県立がん救ソタ-外科)

1987,1988年に引続き1989年の新潟県内の大腸癌症

例の調査を行い,1,365例を登録 した.

手術例は1,235例,内視鏡的摘除のみの例は130例で

あった.男性対女性は727:638例,単発結腸癌は771

797

例,直腸癌は558例であった.今回の調査では結腺癌も

(男凍03:女 368),直腸癌 も男性が多かった く男301:

女 257).右側結腸癌 (C,A,T)の症例は女性が多く

(男 174:女 209),左側結腸癌 (D,S)は男性が多かっ

た く男 173:女 129).若草と左半では前回と同様右筆が

多く 宅右.383:左.302),直腸は43%にとどまった.

人口1OJjJ＼対の机揮患率は25.:1-85.2､ 平均 55.1

(1989),男60城 東50,0であった.前年に比 し,5ポ

イント上昇した.年齢訂正頻度では新潟市が有意に高く,

糸魚川圏が有意に低かった.他府県との比較も行い,節

潟県の常患率の高いことを強調 したe

尚,本研究は新潟県病院局の特殊学術研究費によって

なされた.

主題 ｢潰療性大腸炎の外科治療｣

1)当科における潰療性大腸炎の外科治療

名村 理 ･八木 伸夫
岡村 直賓 ･若桑
田島 健三 ･和田 覧表 頂 賢赤十字病院)

当科では,過去12年間に2例の濃癌性大腸炎症例に対

し3斯分割手術によるW型回腸薬肛門吻合術を行ない良

好な結果を治めた. 1例は,慢性持続例,鶴の1例は巨

大結腸症の症例であった.第1期周手術の白血球数 町 …-

琵1,㌢頂上 CRP に注目してみると術前の保存的療法に

よって手術時には,雨症例で低下 しており血液学的かこは,

炎症の消退期にあったと考えられた.このことから,保

存的療法で炎症を可及的に寂静化 し 時期を逸せず分割

手術を行 うことにより濃癌性大腸炎の外科的治療が,良

好な結果をもたらすと思われた,

また,丙症例とも第3斯手術終了後の排便棟能は良好

で,日常生活に及ぼす障害屯認められず,高い 糾ality

oflifeが得られた.上史上よりW型回腸褒虻門吻合術は,

濃癌性大腸炎の外科治療において qualityoflifeの点

からも優れた術式であると思われた.

2)濃歯性大腸炎に対す るW型回腸襲虻門吻合

術 (シネ)

畠山 勝義･島村 公年
酒井 簡素 ･須田 武保
武藤 輝- (新潟大学第--外科)

濃癌性大腸炎に対する結腸全摘術,直腸粘膜切除術,

回腸療農工門吻合術は炎症の再燃や悪性化の危険性のある
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大腸粘膜の完全切除ができ,か-)永久的入り江門が避け

られる術式として近年広く行われるようをこなっている.

術後ハ排便機能の改善を日的､LこしてS乳 J型.ト1型.

W塾,Rockpouchなど各種回腸轟が報告されている

那,私共の教室では1984年より容慶と横幅が期待でき

るW塾回腸藤を作製しての再建を行ってきた.手術は2

期又は3期の分割手術を行っている軌 奪回は第2期日

のW塾回腸療虻門吻合術の術式をシネで観覧した.術後

成紙に/,し､てい工次演苦か発表したが,満足し･T)る結果か

得られている申

3)W型回腸顔見工門吻合術後の排便機能

山井 健介 (県立加茂病院外事射

∴ . ' l''!L .!.Ll .･ ･.

潰鳩十牛大腸炎ltq†礼 家族什人腸腺腫症.'i例に1㌔E'型回腸

兼肝門吻合術を施行L.術後Lr〕耕:便機能を評価した.臨

床スコアを算出し排便状態の経略的変化を評価するとと

もに,直腸肝門内は掩&..回腸燕造郎tr:行左い1'日､~ハ知

見を得た.1)臨床スコアは経特約に増加改善した.2)

1日排便回数は回腸療閉鎖後6,12,24カ月でそれぞれ

着意の逆相関が認められた.射 回廃車の鱗径及び拡大

率は正常直腸のそれらに放し有意をこ太きく, 1円排便回

数との間にもそれぞれ有意の逆相関が認められた,した

が-､て,回腸喪ハ最人耐容鼠,#f'Y..払大事は排便粍能

を良く反映 し争奪嵐 横径がともに太きなW塾回腸喪虻

門吻合術の有用性が示唆きれた.

･1)回腸喪肝門吻合術後の qu;1ritl,()flifpと

術後合併症
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回腸蕪肝門吻合術を施行した潰癌性人腸炎2L)症三例 tW

型21†札 J型 1例lを対象に術後の quaritl,OflifLT､L:

合併症について検討した.1日平均排便回数は4.3±1,3

回であり,総合的にもほぼ良好な排便機能が緩たれてい

た.日常生活では,食事や飲酒をこ多少の制約を認める私

のの,日常の外出や旅行をこ制限はなく,術前有職者全員

が就業していた.吻合部縫合不全.肝門粧唾を各々1例
経験 しているが,いずれも保存的にあるいはは手術で治

癒しておりずその他,排尿障害や健勝能障害は認められ

なかった,妊娠,出産の希望もあり,患者の高齢化後の

排便機能とともに今後の課題と考えられた.

5)潰療性大腸炎に合併 した尭腺癌の 2切除例

山本 陸生 8斎藤 英樹

: - . ■ < ･.∴ ∴ .∴

潰鳴性人腸炎し')癌化例く封矧牛'L:.も近年増加ハ傾向i･こIfT,

り,当村でも最近2)切除例を経験した(rlで報告する.症

例 1は23才磯懐 で,8年間の加療の後畜腺癌,下行結腸

癌を発見し,結腸全摘術を施'lj-した.進行度はトioP2.(∴

3型.I/1.Ox6.5cm.I)oorly･>SjL,､汰.11丁:ト＼/0.1う,I

型､2.5＼く2∴icm.Wt)ll>h:lu(､inous,I)11~1,lyn.＼:r一一で

あった.穿孔をこよる骨盤腰轟を形成しており,寮菌血症

などのため術後7ケ月で死亡した.症例 2は52才男性で,

血便を2年間放置した後,腸閉塞症となり緊急入院し,

直腸癌を合併 した濃歯性大腸炎の診断で太勝全摘術を施

行Lf∴ 進行度は IioPo.Rこl>Rh.･･1型∴i.i-1＼i-).0LTrn.

WeilヲS,ly3,Viであった.術後多発小腸穿孔にて再

手術施行し 術後 1年経過観察中である.癌化の問題や,

手術方法の進歩により,今後は難治例や経過観察が十分

に行なえない例では,構榛的をこ切除の方向へ進むべきか

もし.木立し､.
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